
 

 

 

 

 

 

「未来に向けて」 
 

校長 池上 育志 
 
 明けましておめでとうございます。 
  
 新年の冒頭から唐突の感が否めませんが、今ある職業で近い将来に無くなる職業がかなりの数にな

ることはここ数年来、言われてきております。昨年公示された学習指導要領の各教科の解説書総説の

中にも「人工知能（AI）」についての記述があります。ところで、「子供たちは未来からの留学生」と
いう表現が以前からあります。今後、20 年後、30 年後の世の中の中心を担って進めていくのは今の
子供たちです。そこで、5 年後のことも予測が難しくなってきていると言われる将来を力強く生活し
ていくための「生きる力」を身に付けていくことが必要とされます。 
 不易と流行、学校には不易の部分が多くあります。私が小学校に入学した頃、今の保護者の皆様が

入学した頃、そして今の子供たちの現在。変わらぬ部分としては、ランドセルであり、筆箱や鉛筆が

あります。ランドセルは色こそ多彩にはなりましたが、両手が使える鞄として小学生にとって代わる

ものはありません。鉛筆はどうでしょう。これこそ、まさに昔から同じです。そして、学ぶときの姿

勢や態度。昔も今も変わらぬ姿勢や態度が要求されています。集団で知恵を出し合いながら習熟を図

っていくからです。個別であれば、また、違う在り方と思いますが、学校は集団で学んでいく場です。

集団としての学び方があります。様々な関わり合いを通して学びます。 
 集団としての態度は、ご家庭での在り方とは違うこともあるかもしれませんが、集団に出ての在り

方は「しつけ（躾）」という中に現れます。東京都も「東京都教育ビジョン」の中で、「家庭」との項

目も設けています。勿論、学校としてのよりよい態度の在り方は、学習の在り方をはじめ、教師とし

ての伝習も行いながらよりよい学習の進め方の研究を絶えず行っています。 
 特別支援教育という、平成１９年度からの名称の元で研究が進んできている教育の在り方もありま

す。見方を変えるとお互いが特性を生かしながら互いに過ごしやすく学んでいく在り方です。こちら

は流行と言うことではなく、よりよい集団の在り方としての不易に加わっていく部分であると考えま

す。 
 さて、将来の職業等が不透明になりつつあり、互いの関わり方が希薄になっていくのではないかと

懸念されている今、「主体的・対話的な深い学び」そのものが将来を力強く「生きる力」になります。

これからも、どの子供たちにも学ぶ姿勢、態度を定着させて行きたいと考えます。 
 今年度も３学期をしっかりまとめ、４月からのそれぞれの子供たちにとっての一歩先にきちんとつ

ながって行くように進めて参ります。 
 
 本年も、本校の教育活動へのご理解ご協力の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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• 身近にある材料を使って
いろいろな実験や工作をし
ます。

• 上級生が下級生に実験器
具の使い方を教えています。

理 科

• プログラミングや調べ学
習など、子供たちが計画を
して様々な活動に取り組ん
でいます。

• 最近は、ペーパークラフ
トでエッフェル塔や車など
の作成もしました。

パソコン

• 子供たちが、屋内・屋
外でのやりたい遊びを話
し合い、たくさんの遊び
をしています。遊びなが
ら、独自のルールを工夫
することで、学年に関わ
りなく楽しんでいます。

マンガ・

イラスト

• 自分の描きたい漫画や
イラストを見本にしたり
オリジナルで描いたりし
ています。

• 年に2回冊子をつくりク
ラスに配布しています。

•原画展の企画もあります。
遊びの研究

• ボールを使うスポーツ
で楽しく運動しています。
相手を尊重する礼儀やマ
ナーを守ること、準備や
片付などにすすんで協力
することも大切にしてい
ます。

球技

• ６年生の部長さんを中心に、
準備や練習、片付け全て児童
主導で活動をしています。

• トーナメントで行う

•試合は白熱していて、
•盛り上がっています。

バドミントン

• 部長さんが毎月の計画
を立てています。サーブ
練習や連続ラリーなど、
月によって変わります。
また、準備や片付けもし
っかりできるところが素
晴らしいです。

卓球

• 調理実習や縫い物、
編み物などに挑戦して
います。初めて経験す
る児童も多かったので
すが、難しい部分は上
級生が教え、協力し合
って取り組んでいます。

家庭科

２０分休みは、外で元気よく遊ぼう 
    寒さが厳しくなってきましたが、立野小学校では、『晴れた日の２０分休みは全員校庭で遊ぶ』ことを大切にしていま

す。「遊び」の中で様々な運動経験をすることで、体力も自然につき、仲間との遊びから心も成長していきます。２学期か

らは一輪車や竹馬も休み時間に使えるようになり、楽しみにしている児童も多いようです。１月１９日からは、全校での

【ピョンピョンタイム】が始まります。教え合ったり友達のがんばりを伝え合ったりして、お互い高め合い、楽しく取り

組んでほしいと思います。引き続き、友達と励まし合って一緒に体を動かす心地よさを感じられるよう指導していきます。 
 

～立野の生活指導～ 



 
                   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 日 冬季休業日終 
８ 月 成人の日 
９ 火 水曜時程 始業式 給食始 委員会活動 
１０ 水 安全指導 測定（１年） 
１１ 木 測定（２年）児童集会 
１２ 金 測定（３年） 

１３ 土 土曜授業日 たてわり造形活動 
校内書きぞめ展始 租税教室（６年） 

１４ 日  
１５ 月 全校朝会 測定（４年） クラブ活動 
１６ 火 「朝トク」活動 測定（５年） 

薬物乱用防止教室（６年）保護者会（５・６年） 
１７ 水 測定（６年）特別時程 校内研究会 
１８ 木 体育集会 保護者会（１・２年） 
１９ 金 保護者会(３・４年) 
２０ 土 連合図工展（～２５日） 
２１ 日  
２２ 月 全校朝会 クラブ活動 
２３ 火 美術館鑑賞教室（５年） 
２４ 水 避難訓練 
２５ 木 たてわり活動 
２６ 金 社会科見学（３年） 
２７ 土 連合書初め展始 
２８ 日 連合書初め展終 
２９ 月 音楽朝会 委員会活動 健康食育講座（全） 
３０ 火 「朝トク」活動 
３１ 水 校内書初め展終 

1月の行事予定 

【なわとび月間】 １/１９～２/１５ 

１月１９日から１か月間、体力向上を図るため

全校でなわ跳びに取り組みます。なわ跳びカード

を使用し、カードに記載されている様々な技の習

得を目指して練習します。休み時間は、校庭の一

部をなわ跳び専用ゾーンとし、いつでもなわ跳び

が行えるようにします。 
また、体育の学習時に行う短なわチャレンジで

は、自分の目標に向かって技術や体力の向上を図

ります。この機会に、子供たちのすすんで運動し

ようとする意欲や、持久力・瞬発力を伸ばしてい

きます。 
特別活動部  加藤 悠 
 

二学期になり、運動会・学芸会を経験しました。 

この二つの行事で、自分たちの力で行事をやり

遂げた達成感を感じることができたように思わ

れます。 

自分たちで課題やその解決策を考えたり、周囲

に気を配って声を掛けたりすることができるよ

うになってきました。 

さて、4月から6年生になる子供たち。自分た

ちが目指す最高学年の姿をイメージさせ、全力で

その姿に向かえるように頑張っていきたいと思

います。よろしくお願いします。 

 

 

５年２組 
担任  加藤 悠 

【校内書きぞめ展】 １/１３～１/３１ 

今年も校内書きぞめ展が開催されます。12月
から各学年で書写の指導が始まり、1・2年生は
硬筆で、3～6年生は毛筆で書きます。書く姿勢
や字の形に注目して、一字一字に心をこめて筆

を運びます。各学年の廊下に展示されますので、

一生懸命書き上げた作品を是非ご覧ください。 
国語部 武者 采花 

【いじめ防止実践事例発表会】 

 １月 30 日（火）16：00～17：00 に、練馬駅よ
り徒歩 10分の「練馬区立生涯学習センター」で、
いじめ防止実践事例発表会を行います。内容は、 
・練馬区いじめ防止シンボルマークの表彰 
・いじめ防止および早期解消に向けた取組の実践事

例発表 
となっています。     生活指導部 河又 学 

【健康食育講座】 
１月 29日（月）に全児童を対象にダノン健康栄

養財団の食育講座を実施します。テーマは、「早寝、

早起き、朝ごはん」です。保護者の皆様も参観でき

ますので、ご都合がつく方はぜひご参加ください。

体育館にて、１~３年は２時間目、４~６年は３時
間目です。 
 また、ヨーグルトと水（エビアン）の提供があり

ます。ヨーグルトは給食の時に食べます。水はご家

庭に持ち帰ります。アレルギー等、何かありました

ら、担任まで事前にご連絡をお願いします。 
研究推進部 山岸 由佳 


